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フォーラム 

産業遺産と比べ、土木遺産はなぜ出遅れているのか？ 
日本大学理工学部社会交通工学科 教授 伊東 孝 

１． 産業遺産と土木遺産 
 産業遺産と土木遺産とのちがいは、工場や機械、
堤防や港湾というように施設の違いもあるが、本来
の違いは、｢モノ｣の違いにあるのではなく、「モノ」
の所有と管理および機能の相違にあると思う。堤防
や港湾でも、民間で所有・管理し工場生産の中に組
み込まれていたら産業遺産であり、役所で所有・管
理し公共施設として使われていたら土木遺産となる。 
 それゆえ橋梁やダムなど、同じ構造物を対象とし
ているのに、なぜ近年、産業遺産がブームなのに対
し、土木遺産はブームにはならないのかという主題
のような疑問がでてくることになる。 
 工場や鉱山が廃止されても、廃止された施設を含
め土地自体は企業が所有し管理している場合が多い。
佐渡金山等の事例は、それまで地域の基幹産業を担
っていたのに、廃鉱されると地域自体が成立しない
ために、あたらしい地域おこしとして産業遺産観光
を行ったかもしれないが、近年の産業遺産ブームは、
ちがう位相が加わってブームになっている。 
 背景には日本が世界遺産条約に批准して以来の世
界遺産ブームがあることを指摘しておきたい。それ
まで負のイメージしかなかった「遺産」自体に対す
る意味合いもプラスのイメージに変わってきた。 
２．「産業観光」 
 近年の産業遺産ブームは、「産業観光」という言葉
に置き換えてもよく、愛知県や北九州市などで際立

っており、最近では、川崎市も「産業観光」に力を
入れている。「産業観光」は、日本の近代化を支えた
工場や橋、ダムや倉庫などの産業遺産めぐりととも
に、現役の工場などもコースに入っている。実際わ
たしも、「産業観光ツアー」に参加したが、産業・土
木遺産だけでなく、現役のものづくりの現場をめぐ
る「産業観光ツアー」は、生産工程や人びとが生き
生きと働いている現場を見られるので、ガラス越し
であっても楽しい。 
 「産業観光」といっても、第二次産業だけでなく、
第一次産業の農村や漁村を入れてもよく、第三次産
業のサービス産業でもふだんは見られないバックヤ
ードや厨房などを見せてもらいながら、最後に表舞
台のレストランで食事をすれば、立派な産業観光と
なる。したがって今日の産業遺産ブームは、この産
業観光の大きな脈絡のなかで産業遺産にも光が当た
っていると解釈できる。 
３． 土木遺産を面白くするには 
 それでは「産業観光」のノウ・ハウを、どのよう
に取り込み土木遺産を面白くできるのか、である。 
「産業観光」は、“見て・知る”だけでも面白い
が、ある場合にはものづくりを自ら体験できたり、
できたものを食べることができ、多様な展開が可能
である。これは、現代の産業だけでなく、伝統産業
の「産業観光」にもいえる。歴史的な町並み地区は、
伝統産業の体験の場を超えて、寝泊りをふくむ生活
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体験の場にもなっていると解釈できる。このような
体験の場や状況を、土木遺産でまた現代の土木構造
物の現場でどのように展開できるのかが課題である。 
 ここでは、すべてを論じることはできないので、
「産業観光」ではなく、産業遺産と土木遺産に限定
しながら話を進める。 
 遺産に限定しても、産業遺産と土木遺産の利活用
の展開は、産業遺産の方が多様な展開ができる。ま
ず構造物や施設の違いがある。機会がある度にいっ
ていることだが、土木構造物を箱物系（洞窟系）・骨
組み系・塊系・ネットワーク系・可動系に分けて利
活用を考えると、わかりやすい。箱物系は、発電所
や上水道施設のような建物を意味する。建物はレス
トランなどいろいろな利用方法が可能で、建築分野
でノウ・ハウがいろいろ蓄積されている。工場はも
ちろん建物。箱物系にはトンネルなどの洞窟系もふ
くめて考えることができる。これに対してむずかし
いのが、橋などの骨組み系やダムなどの塊系である。
見て楽しめば、それで終わりというのが多い。基本
的には、これらの遺産を一般の人が興味をもてるよ
うな形で、単独で成り立たせることは無理なので他
の遺産、そして他の観光資産をふくめたネットワー
クとして結ぶことが大切である。 
 これに対し産業遺産は、ある敷地をもった施設で
あれば、まとまったシステムを構成していたので、
ストーリーも成り立っていた。 
 第二の違いとして、前述した主体の相違がある。
産業遺産は、人が集まり、観光産業になるとわかれ
ば民間の動きが早いが、土木遺産はそうは行かない。
一般的に公共施設は無料が原則である。制度的には
３セク方式や民間委託もできるが、それは本来の業
務を超えているし、そこまで話をまとめるには土木
の日常業務でこなすことはできない。余分な仕事を
することになるのだから、熱心な人がいないと話は
進まない。かつて橋の保存を進めようとしたことが
あったが、電話口で「そんな面倒な話を持ち込むな
っ！」とお叱りを受けたことがあった。 
 それでも近年、熱心な自治体では、選奨土木遺産
制度や文化庁の登録遺産制度を生かして、構造物を
修復したり、地元へＰＲ活動をおこなっている。も
ちろん熱心でない自治体もあり、選奨土木遺産委員
会でおこなっているフォローアップ調査の途中報告
によると、中には選奨されたことすら知らず、銘版
が行方不明になっているのもある。 
土木遺産の修復事例や利活用事例は、近年増えて
きているので、そういう事例を土木史研究発表会で
報告してもらうことも大切である。『土木史研究』で
は、確かに「重点部門」として「土木遺産の保存・
活用事例報告」をあげている。しかし委員会ないし

は土木史フォーラムの委員と一緒になって、もっと
積極的に動くことも必要かと思う。たとえば毎年、
委員会で推奨保存事例や活用事例を選び、顕彰する
意味で、『土木史研究』の招待論文として報告しても
らう。ここで発表が、ひとつのステータスになれば
しめたものである。いかがだろうか。 
 『土木史研究』も、新しい分野の積極的な構築も
必要だし、現在動いていることを紹介し、よりよい
形へ展開させていくことも必要である。『土木史フォ
ーラム』もその一翼を担っていると理解している。 
４． 住民や市民との結びつきが大切 
 以上は、我々の仲間内の話だが、外に向けて発信
することも大切だ。わたしが土木史研究の委員長を
しているとき、日本の土木遺産で世界遺産候補にな
りうるものをリストアップしようと小委員会の立ち
上げを提案したが、話のもっていき方のまずさもあ
り、うまく行かなかった。しかし今年度、大熊孝先
生の下で小委員会が立ち上がった。結果については、
広くメディアに紹介することが大切だと思っている。 
 まだアイディア段階だが、土木遺産の検定制度構
想も検討中である。 
しかしなんといっても基本は、住民や市民の共感
を得ながら、土木遺産を利活用していくことにある。
敷地のまとまっている産業遺産とちがい土木遺産単
独で完結したストーリーを組むことはむずかしい。
他の遺産とネットワークを組んでおこなう方がよい。 
 土木遺産を利活用する場合、産業遺産と違って儲
かる話は少ないので中々ひとは乗ってこないし、前
述したように行政は動かない（動けない？）。また土
木遺産に価値のあることがわかっていても、担当部
局がちがうと動かないことが多い（土木課はつくる
ことが本業であり、文化財課は保存することが本業）。
基本的には私ども土木遺産を愛する技術者は、世論
をバックにまちづくりのなかで、土木遺産の利活用
を考えていかねばならないと思う。そうすることが
土木遺産を理解してもらうことにつながるし、ファ
ンを増やすことにもなる。 
 住民や市民を相手に、行政の間に立つことは、自
然科学や工学の実験と違い、自分の思い通りに行か
ないし、手間ひまがかかる。しかしこれからの土木
屋さんには、住民や市民に対する説明責任(アカウン
タビリティ)が、いままで以上に求められることを考
えると、住民との接触が下手だった土木屋さんが土
木遺産を手がかりに意思疎通を図ることも可能では
ないかと思う。 
 寺山修司の言葉をもじるわけではないが、「外に出
よう！」である。しかしこの「外」の意味は、土木
の仲良し仲間の世界から「外に出よう！」という意
味である。 
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土木史ニュース 

平成 19 年度選奨土木遺産 
選奨土木遺産選考委員会幹事長 小野田滋 

 今年度の土木学会選奨土木遺産は、土木学会選
奨土木遺産選考委員会（委員長：伊東孝・日大教
授）によって別表のように 23件が選定された。 
今回の選奨土木遺産の目玉は、これまで関東支

部のみで行われていた公募制度を全国規模で拡
大し、幅広い土木遺産をより多くの方々に選奨し
ていただけるようにした点で、23 件のうち「荒
川流域治水・砂防事業」「村山・山口貯水池」「箱

根登山鉄道」「境橋」「七重川砂防堰堤群」「堀江
水準標石」の６件が公募により選定された。 
 なお、平成 20年度の公募要領は、「土木学会誌」
の募集欄、土木学会ホームページなどで告知され
る。昨年に引き続いて皆様からの積極的な応募を
期待したい（平成 20年度の公募推薦の締切は平
成 20年４月 30日 必着）。

NO 対象構造物 授賞理由 支部 所在地 竣工年 

1 千歳川の王子製紙水力発電施設群：ちとせがわ
のおうじせいしすいりょくはつでんしせつぐん  

北海道における水力電力開発黎明期を代表する現
役稼働の水力発電施設群。新聞用紙等の国産供給
力の質と量の飛躍的向上を支えた。 

北海道 北海道／ 
千歳市 

明治43年～ 
昭和16年 

2 札幌市水道記念館（旧藻岩浄水場）：さっぽろしす
いどうきねんかん（きゅうもいわじょうすいじょう） 

急速濾過、薬品沈殿、機械式調節等の近代設備を
導入し、札幌の生活を支えた施設。現在は供用当
時の様子を保存し、直接見学できる。 

北海道 北海道／ 
札幌市 

昭和12年 

3 藻岩発電所・取水堰：もいわはつでんしょ・しゅす
いせき 

昭和11年から70年間にわたり、札幌市へ電力と水
道原水の供給を行ない、札幌市民の生活を支えて
きている重要な施設。 

北海道 北海道／ 
札幌市 

昭和11年 

4 土崎港関連施設：つちざきこうかんれんしせつ 
－広井波止場：ひろいはとば 
－南防波堤：みなみぼうはてい 
－雄物川放水路：おものがわほうすいろ 

波止場や防波堤による港湾の近代化を図るととも
に、洪水対策として放水路を整備し、工事で生じた
土砂を用いて工業地帯を整備した。 

東北 秋田県／ 
秋田市 
 

明治35年 
昭和4年～ 
昭和10年 
昭和13年 

5 品井沼干拓関連施設：しないぬまかんたくかんれ
んしせつ 
－明治潜穴：めいじせんけつ 
－元禄潜穴：げんろくせんけつ 
－吉田川サイフォン：よしだがわさいふぉん 
－鳴瀬川吉田川背割堤：なるせがわよしだがわ
せわりてい 

元禄から明治・大正・昭和の時代まで約300年にわ
たり、一連の品井沼干拓事業に対する地元の汗と
情熱を支えた一大土木施設群。 

東北 宮城県／  
松島町 
東松島市 

明治43年 
元禄11年 
昭和8年 
昭和15年 

6 荒川流域治水・砂防事業：あらかわりゅういきちす
い・さぼうじぎょう 
－砂防堰堤群：さぼうえんていぐん 
－地蔵原堰堤：じぞうはらえんてい 
－川上第一堰堤：かわかみだいいちえんてい 
－床固工群：とこがためこうぐん 
－水防林・霞堤群：すいぼうりん・かすみていぐん 

霞堤と水防林による近世からの地先治水と大正・昭
和における砂防堰堤群等の直轄事業とが融合した
治水砂防システム。 

東北 福島県／ 
福島市 

大正14年～ 
昭和32年 
大正14年（第1次）
昭和21年 
昭和26年～ 
昭和31年 
概ね近世以降 

7 清水峠越新道：しみずとうげごえしんどう 急峻な谷川連峰の地形と有数の豪雪地帯という厳
しい自然環境の中で、一世紀以上の歳月に耐えた
往時の職人技術は、土木遺産に相応しい。 

関東 群馬県／ 
利根郡みなか
み町 

明治18年 

8 親不知旧道：おやしらずきゅうどう 先人たちが急峻な地形と複雑な地質に挑み、北陸
地方の産業、経済の発展に貢献したことを後世へ伝
える貴重な土木遺産である。 

関東 新潟県／ 
糸魚川市 

明治15年～ 
明治16年 

9 村山･山口貯水池：むらやま・やまぐちちょすいち 水道アースダムとしては、3基いずれも当時最大規
模。管理橋の吊橋は珍しく、近代では現存唯一。親
水景観として優れている。 

関東 東京都／ 
東大和市 
埼玉県／ 
所沢市 

村山上貯水池： 
大正13年 
村山下貯水池： 
昭和２年 
山口貯水池： 
昭和９年 

10 箱根登山鉄道：はこねとざんてつどう 本格的な登山鉄道で、粘着式鉄道としては我が国
で最もきつい勾配であり、世界的にも珍しいもので、
既に88年の歴史を誇っている。 

関東 神奈川県／ 
小田原市 
箱根町 

大正8年 

11 境橋：さかいばし 全国に数例しかないバルコニー付きRC開腹アーチ
橋で希少性に富む。景勝地に橋梁が融合し新たな
地域の景観美を創出している。 

関東 栃木県／ 
那須烏山市 

昭和12年 

12 七重川砂防堰堤群：ななえかわさぼうえんていぐ
ん 

近接・連続した堰堤から成る流路工で、大正・昭和
初期当時の砂防工法を遺す。 

関東 埼玉県／ 
ときがわ町 

大正6年～ 
昭和25年 

13 堀江水準標石：ほりえすいじゅんひょうせき オランダ技師リンドが明治5年に設置した近代日本
の最初の水準測量の標石のひとつ。Y.P（江戸川工
事用基準面）の原点。 

関東 千葉県／ 
浦安市 

明治5年 

14 明治用水旧頭首工：めいじようすいきゅうとうしゅ
こう 

農業用水史上初期の横断堰堤で、服部長七考案の
人造石による大規模な堰堤の現存する唯一の例と
云われている。 

中部 愛知県／ 
豊田市 

明治42年 

15 岩井橋：いわいはし 現存する鋼アーチ桁橋では、日本で２番目の古さを
誇っており、側面にはアングル材を巧みに曲線加工
した飾り板が施されている。 

中部 愛知県／ 
名古屋市 

大正12年 
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文化財となった土木関連建造物等一覧 
【重要文化財】（平成 19 年 10 月答申分） 

所在地 名称 建設年代 特徴等 

東京都 荒川区 旧三河島汚水処分場喞筒場施設 大正 11 年 

東京市区改正事業の一環として、東京市
技師米元晋一を中心として建設。わが国
初の近代下水処理場である旧三河島汚水
処分場の代表的遺構であり、阻水扉室、
沈砂室、濾格室、喞筒室などの一連の構
造物が旧態を保持しながら残る。 

鹿児島県 鹿児島市 鹿児島旧港施設 弘化嘉永年間、他 

築造が江戸末期に遡る沖防波堤である新
波止、技術の時代的特色をよく示す一丁
台場及び遮断防波堤よりなる。南九州に
おける交通と海防の拠点として近世から
近代にかけて整えられた鹿児島港の代表
的遺構。 

 

【登録有形文化財】（平成 19 年 9 月答申分） 
所在地 名称 建設年代 特徴等 

愛知県 豊川市 旧豊川電話装荷線輪用櫓 昭和初期 
装荷線輪を設置していた鉄筋コンクリー
ト造の櫓。最初期の長距離市外電話施設。

鳥取県 若桜町 若桜橋 昭和 9年 

千代川水系八東川に架かる旧国道施設。
鉄筋コンクリート造３連アーチ橋。時局
匡救事業の一環として建設された近代橋
梁。 

長崎県 長崎市 長崎大学(旧長崎高等商業学校)拱橋 明治 36 年 

大学構内に架かる石造単アーチ橋。表面
を平滑に仕上げた切石で欠円アーチをつ
くり、縦断面線形を直線状とするなど近
代的外観を呈する。 

NO 対象構造物 授賞理由 支部 所在地 竣工年 
16 王子橋：おうじばし 田邊朔郎設計の石造アーチ橋で、輪石と壁石が夫

婦天端で一体化した非常に珍しい構造形式をもつ
道路橋（現在は人道橋）である。 

関西 京都府／ 
亀岡市 

明治17年 

17 毛馬閘門・洗堰群：けまこうもん・あらいぜきぐん 明治時代の淀川改修の主要施設で、大阪市内の洪
水防御、ならびに淀川本流と旧淀川間の舟運の確
保に資した施設群である。 

関西 大阪府／ 
大阪市 

毛馬第一閘門：
明治40年 
毛馬第二閘門：
大正７年 
毛馬洗堰： 
明治43年 

18 （旧）江尾発電所：（きゅう）えびはつでんしょ 現存する数少ない石造発電所で、装飾的な外観を
留めている。 

中国 鳥取県／ 
日野郡江府町 

大正8年 

19 京橋川の雁木群：きょうばしがわのがんぎぐん 水の都“広島”を象徴するわが国最大の雁木群で、
歴史的な水辺空間を演出している。 

中国 広島県／ 
広島市 

明治後期～ 
大正期（推測）

20 土釜橋：どがまばし 紅葉と滝が美しい渓谷に架かる鋼アーチ橋である。
井桁に組まれた鉛直材の頂部がアーチ状の縦桁で
連結された点に特徴がある。 

四国 徳島県／ 
美馬郡つるぎ町 

昭和5年 

21 龍頭橋：りゅうずばし 定説(昭和10年)を覆す、明治45年竣工の日本最古
の石造沈み橋。下流にあった明治9年築造の永世
橋は2003年に流失。 

西部 大分県／ 
杵築市 

明治45年 

22 本河内高部堰堤：ほんごうちこうぶえんてい 吉村長策が設計した日本初の水道専用ダムであ
る。新ダム建設において、歴史的な土木施設を原位
置で保全する努力を評価した。 

西部 長崎県／ 
長崎市 

明治24年（大正
12年嵩上） 

23 七窪水源地：ななくぼすいげんち 昭和初期までに5つの水源地と接合枡、上之原配水
池への導水トンネルが完成。すべてが重厚な石造・
石張構造物となっている。 

西部 鹿児島県／ 
鹿児島市 

第1期:大正8年
第2期:昭和3年
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地域のニュース 

使いながら残す、広島の雁木群 
NPO法人雁木組 氏原睦子 

雁木と雁木タクシー 
広島の市街地は、太田川と支流の６本の川が形成
するデルタ地帯に広がります。川には約４００ヶ所
の雁木があり、人と川の身近な関係を象徴していま
す。雁木とは階段状の護岸をいい、昭和30年代まで
木材などの生活物資の荷下ろしの場として使われて
いました。1808 年に描かれた「江山一覧図」には、
護岸のいたるところに雁木と舟が描かれ、舟運で栄
えた広島のかつての暮らしぶりをうかがい知ること
ができます。私たちは、この雁木を再び水上交通の
船着場として活用する川の水上タクシー「雁木タク
シー」の運営を 2004 年に開始し、これまでに約
13,000 人のお客さまに川から広島を楽しんでいた
だいております。 
雁木の歴史性調査 
雁木組では川のある街に住まうことをテーマに、
様々な活動をしています。そのひとつが、雁木の歴
史的価値を確認し保存につなげるプロジェクトです。 
６本の河川のうち本川、天満川、元安川の護岸の
多くは河川改修が行われ、歴史性の高い護岸および
雁木は一部にその姿を残すのみとなりましたが、近
年の高潮対策事業が施されていない京橋川右岸上・
中流域（工兵橋から稲荷橋の約 2.6ｋｍ）には見ご
たえのある護岸および雁木が連続しています。中で
も栄橋から京橋にかけては裏木戸跡や美しい切り込
み剥ぎの護岸などが残り、まず私たちはこの区間に
ついて年代の特定と保存に値する文化財的価値を見
出すための現状調査を行いました。 
着眼したのは、雁木およびその周辺の護岸の石積
みの特徴（練積み・空積み、加工の程度、積み方な
ど）です。結果、護岸は区間ごと、おそらくかつて
の屋敷単位で多様な形式であることがわかり、それ
らをグループ化して相対的な年代区分を確定するに

いたりました。 
調査協力：三浦正幸氏（広島大学教授） 

調査報告：川后のぞみ氏（広島大学/NPO法人雁木組） 

選奨土木遺産選定の意義 
広島の雁木について、これまで内外に知られるこ
とはあまりありませんでした。雁木タクシーが船着
場とし再活用をはじめたのをきっかけとして、同時
にこの調査が裏づけとなって平成 19 年度土木学会
の「選奨土木遺産」に選定されるにいたりました。 
私たちは引き続き現地調査の範囲を拡大すると
ともに、今後は地域の人たちからの聞き取り調査、
文献調査のほか、地元の石工さんと一緒に崩れた護
岸や雁木を修復するシビックトラストを予定してい
ます。 
都市の中で奇跡的に残り、いまでも現役の護岸と
して活躍する雁木群。今後も本来の用途である「船
着場」として、活用しながら地域の人たちと一緒に
大切に残していきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（連絡先tel.082-230-5537 

HP：http://www.gangitaxi.etowns.net/）

裏木戸跡の残る雁木.
（写真：土居郁夫） 

河川改修工事後の楠木大雁木（本川）と雁木タクシー 

京橋川の護岸と雁木. 精度の高い切込剥ぎは当時の石工の技
術をうかがわせる 
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学会の動き 

「産業景観シンポジウム」報告 
近畿大学 岡田 昌彰 

産業景観のもつ現代的意義の探求を目的とす
るシンポジウム（主催 土木学会土木史研究委員
会、景観・デザイン委員会）が9月10日（月）、土
木学会講堂で開かれ、計77名の参加者を得て有益
な討論が行われた。 
アンドレギエルム・フランス国立工芸院教授か
らは、パリ郊外パンタン市で利活用計画が進行中
の旧製粉工場の形成する産業景観の地域社会史、
デザイン史、及び技術史的意義について基調講演
を頂いた。話題提供者の筆者は、意味と表層とい
う２つの観点からわが国の産業景観（テクノスケ
ープ）の歴史と価値体系について概観した。小野
良平氏（東京大学）からは、近代以前からの資源
採取によって改変され続けた自然景観の系譜と
現況を史実として後世に伝達する手法について
有益な示唆があった。井上典子氏（文化庁）には、
文化的景観保護制度の概要とともに、場所性・象

徴性・表象性など諸要素の総体としての産業遺産
の位置づけについて報告頂き、最後に大野繁氏
（写真家）からは、数十点に及ぶ秀逸な作品のス
ライドをもとに被写体としての産業施設へのア
プローチ法について詳説頂いた。 
中村良夫・東京工業大学名誉教授は、19世紀フ
ランスの建築修復家ヴィオレ・ル・デュクの手法
が産業景観に適用されていることの重要性を指
摘され、その背景にあるロマンティシズムの影響
など新しい観点を提示された。さらに質疑では歴
史のトレーサビリティ（追跡可能性）、関連産業
の総合的アピールの可能性など多岐に渡る議論
が展開された。 
産業景観の有効な活かし方や価値の置きどこ
ろを考究していく上でもこのような学際的・国際
的議論の意義は大きい。今後も継続的な議論展開
が望まれるところである。

第27回土木史研究発表会を終えて 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 山田 圭二郎 
去る7月7日（土）・8日（日）の両日、近畿大学に
おいて、第27回土木史研究発表会が開催された。 
これに先立つ6日夜には前夜祭として、大阪・中ノ
島周辺の堀を船で巡り、新旧橋梁群を船上から見学
するリバークルーズが開催され、好評であった。発
表会は3つのフロア、テーマごとの15セッションで計
51編の発表があり、活発な意見交換が行われた。ま
た、2日目の最初のセッションでは、急遽空きフロア
を使い、岡山大学・馬場俊介先生から、世界遺産登
録を目指す「閑谷学校、岡山後楽園と、岡山の農業・

土木遺産群」について興味深い話題提供があった。 
一方、懇親会の席では年輩の方々から「若い人た
ちの参加が少ないなぁ」との少し寂しい声もチラと
聞かれた。実際ここ数年、発表会での論文発表数、
査読付き論文集への投稿・掲載数は減少傾向にある。 
土木史フォーラムでは、一般の方々や土木史の初
学者の方々を含めた幅広い参加と交流を図るため、
Web 版での記事掲載を含め、土木遺産に関わる取組
みを実践している地域の方々を積極的に取り上げ、
紹介していきたいと考えている。 

歴史的構造物保全技術連合小委員会の活動状況の報告 
日本大学 五十畑 弘 

歴史的構造物保全技術連合小委員会は9月13日、
全国大会（広島大学）において「歴史的構造物保全
の計画と技術」と題する共通セッションを開催した。 
構造物の点検・診断手法、補修・補強技術、地域

資源としての活用等について7編の話題提供が行わ
れ、法制度、事業運営、技術開発、管理・活用の手
法と効果等、歴史的構造物保全のための実務的課題
と今後の取組みの方向性に関して幅広い意見交換、
議論が行われた。 
同小委員会はこれまでにも、平成18年度全国大会

で「土木遺産の維持管理に係る技術的課題」と題す
る研究討論会を、また平成19年度土木計画学春大会

では「土木遺産の保全に関する土木計画学のアプロ
ーチ」と題する企画セッションを実施する等、対外
的な活動も行ってきている。 
今後、土木学会誌上で2回程度のミニ特集を行う
（特集内容は、保全理念の整理・分析、保全事例の
収集・分析、ケーススタディー、を予定）。また、啓
蒙活動の一環として、（社）日本土木工業協会の機関
誌「建設業界」で、平成20年1月より「土木遺産の新
時代」と題する連載を予定しているほか、研究成果
を個々の専門分野のより実務的な研究に結びつける
べくセミナー開催を予定している。最終成果は図書
として発行する予定である。
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学会の動き 
「第 28 回土木史研究発表会」の開催と講演用論文および討議欄の募集 

土木史研究委員会 

土木史研究委員会（委員長：小西 純一・信州大学教授）では、第 28 回土木史研究発表会の開催（2008
年７月、九州大学会場）にあたり、講演用論文を募集いたします。皆様のご投稿をお待ち申し上げま
す。 
第 28 回発表会より発表用論文の提出方法が、版下原稿郵送から電子投稿に変更となり、従来の講演
申込が無くなり、発表論文原稿の投稿が申込みも兼ねることになります。また、投稿の締め切りは 4
月上旬を予定します。 
電子投稿の方法の詳細などは土木史研究委員会ホームページ http://www.jsce.or.jp/committee/hsce/index.htm
にてご案内申し上げます。また、ご研究の環境によって電子投稿が困難な場合には、事務局担当者ま
でどうぞご遠慮なくお問い合せください。 
なお過去の土木史研究発表会で未発表の論文について「土木史研究（論文集）Vol.28」（2009 年 6 月
刊予定）に掲載をご希望される場合は、まず「講演用論文」として第 28 回土木史研究発表会で発表す
る必要があります。ご注意ください。 
土木史を専門に研究されている方に限らず、計画、景観、構造、水理、土質、材料、施工など各分
野を専門にご研究されている皆さまも、歴史的なテーマに関連する研究や実践にお取組みになられて
いる、あるいは、歴史的な着想による調査、研究にチャレンジされておりましたら、この機会に是非
ともご参加ください。 
また、過去の「土木史研究」に掲載された論文についての討議欄も従来通り設置していますので、あ
わせて電子投稿システムをご利用下さい。 
 
１.主 催：土木学会（担当：土木史研究委員会） 
２.期 日：2008 年 7月 5日(土)～6日(日) 
３.会 場：九州大学西新プラザ(福岡市早良区西新) 
4．発表用論文、討議の申し込み、投稿方法：電子投稿（詳細土木史研究委員会 HP 参照） 
5．問合せ先：土木学会土木史研究編集小委員会 （担当職員：橋本剛志） 
      （〒160-0004 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内、 
      Tel.03-3355-3559 / FAX.03-5379-0125、E-Mail : hashimoto@jsce.or.jp） 
 
平成 19 年度 土木史研究委員会及び土木史フォーラム小委員会の委員構成 

土木史研究委員会・同 土木史フォーラム小委員会 

【土木史研究委員会】 
委員長  小西 純一（信州大学） 
副委員長 五十畑 弘（日本大学） 
副委員長 松村 博 
幹事長  天野 光一（日本大学） 
委 員  岩屋 隆夫（東京都土木技術センター）、小野田 滋（（財）鉄道総合技術研究所） 

川崎 秀明（国土交通省国土技術政策総合研究所）、白井 芳樹（（株）オオバ） 
藤井 三樹夫（（株）水環境研究所） 

幹 事  阿部 貴弘（パシフィックコンサルタンツ（株））、伊納 浩（（株）地域開発研究所） 
笠 博義（（株）間組）、北河 大次郎（文化庁）、今 尚之（北海道教育大学） 
馬場先 恵子（金沢学院大学）、山田 圭二郎（（株）オリエンタルコンサルタンツ） 

【土木史フォーラム小委員会】 
小委員長 藤井 三樹夫（（株）水環境研究所） 
幹事長  山田 圭二郎（（株）オリエンタルコンサルタンツ） 
事務局  伊納 浩（（株）地域開発研究所） 
常任委員 阿部 貴弘（パシフィックコンサルタンツ（株））、神田 恭太郎（川鉄橋梁鉄構（株）） 

田中 尚人（熊本大学）、永村 景子（（株）文化財保存計画協会） 
原口征人（（社）北海道開発技術センター）、日野 智（秋田工業高等専門学校） 
桝山清人（（財）全国建設研修センター）、横松宗治（APECLAND(HONGKONG)） 
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土木史関連図書 
書名 著者・編者 発行所・発行日 定価（税込） 

現代日本土木史[第 2版] 高橋裕著 彰国社・2007 年 7月 ¥ 3,000- 
1990 年に出版された土木史のテキストの再版。 
材料力学史 スティーヴン・ティモシェンコ著、最上

武雄監訳、川口昌宏訳 
鹿島出版会・2007 年 6 月 ¥ 3,990- 

1974 年に出版された材料力学史のテキストの再版。 
鎮守の森 上田篤編著 鹿島出版会・2007 年 5 月 ¥ 2,835- 
わが国の文化の原点としての鎮守の森を見つめる。 
みんなでつくる美しい道 路地裏から生態林
まで 

鈴木忠義編著・道路緑化保全協会編 
技報堂出版・2007 年 06 月 

¥ 1,890- 

人と道と環境、美しい道をつくる、活かす。 
天橋立物語 岩垣雄一著 技報堂出版・2007 年 07 月 ¥ 3,150- 
天橋立の歴史と丹後地方の古代・中世を辿る。 
図説 日本の近代化遺産 北河大次郎・後藤治編著、小野吉彦写真 河出書房新社・2007 年 9月 ¥ 1,890- 
国の重要文化財に指定された近代化遺産を網羅。個々の構造物のデザイン的な価値とともに、複数の構造物により構成されるシステム自体
の価値にも目を向け、周辺の関連施設も含めて紹介する。貴重な写真や資料も充実。 
東京人 2007 年 8 月号「特集 東京の橋百選」 － 都市出版・2007 年 7 月 ¥ 900- 
「東京人」初めての橋の特集！水の都・東京を彩る数ある橋の中から貴重な橋・百橋を選定、その魅力を多角的に紹介する。 
なるほど知図帳 世界に誇る日本の建造物―
現代日本を創ったビッグプロジェクト― 

窪田陽一監修、西山芳一写真 昭文社・2007 年 10 月 ¥ 2,100- 

地図・ガイドブックを専門とする出版社が放つ、橋・ダム・トンネル等の巨大建造物＋土木遺産（500 選）をテーマにした画期的な地図帳！
巨大建造物を解剖する迫力あるグラフィック、土木写真家撮影の美しい写真、専門家による詳しい解説等、充実の一冊。 
NHK 知るを楽しむこの人この世界「ニッポン近
代化遺産－明治・大正・昭和知られざる世界」 

清水慶一著 日本放送出版協会・2007 年 10 月 ¥ 683- 

2007 年 10,11 月に NHK 教育テレビで放送された上記番組のテキストブック。建設の背後に隠された物語を読み解きながら、近代化遺産と
ともに、確かにそこに存在した、「人の営みや生業の跡」を辿る。 
都市の緑はどうあるべきか－東京緑地計画の
考察から－ 

真田純子著 技報堂出版・2007 年 2 月 ¥ 3,360- 

「都市の緑はどうあるべきか？」タイトル通り、まさにこの一点のために資料を丹念に紐解き、「東京緑地計画」の計画理念・思想に迫る。
その先に、概念化した「自然」を乗り越え、生活に密着し、生の実感の伴った「文化としての緑」を見つめる著者の眼差しがある。 

（ APECLAND(HONGKONG) 横松宗治 ） 

編集後記 

今回から私が事務局を担当することになりました。少な
い紙面で盛りだくさんの情報をお伝えする苦労を味わって
います。ここでは紹介しきれなかった情報については、土
木史フォーラムの HPをご覧下さい。 

特に、新しい情報も逐次 HP でお知らせしています。ア
ドレスは右記にあります。なお、検索サイト（YAHOO など）
でも『土木史フォーラム』で探し出せますので是非ご覧く
ださい。（伊納） 
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